
一
、
統
計
資
料
の
欠
陥

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
大
多
数
の
国
で
向
精
神
薬
の
導
入
と
と
も
に
精
神
科
病
床
は
激
減
し
、
精
神
科
医
療
の
重
点
は
院
外
医
療
に
う

つ
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
向
精
神
薬
導
入
時
に
精
神
科
病
床
が
い
ち
じ
る
し
く
不
足
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
最
近
に
い
た
る
も

精
神
科
病
院
数
な
ら
び
に
精
神
科
病
床
数
は
増
加
を
つ
づ
け
、
し
か
も
公
式
統
計
に
よ
っ
て
も
超
過
入
院
が
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
現
状
の
構

造
を
さ
ぐ
る
に
は
歴
史
的
探
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
厚
生
省
に
よ
る
『
医
制
八
十
年
史
』
（
一
九
五
三
年
）
あ
る
い
は
『
医
制
百
年
史
』
（
一
九
八
一
年
）
の
統
計
資
料
（
こ
こ
で
問
題
に

す
る
部
分
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
「
内
務
省
衛
生
局
年
報
」
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
「
衛
生
局
資
料
」
と
よ
ぶ
）
を
み
る
と
、
癒
狂
病
院
は
一
八

七
七
年
ま
で
は
「
統
計
項
目
の
あ
り
得
な
い
場
合
」
の
記
号
で
し
る
さ
れ
、
翌
年
か
ら
は
病
院
数
が
順
次
一
、
三
、
三
、
五
、
六
と
な
り
、
一

八
八
三
年
か
ら
は
ま
っ
た
く
記
載
が
な
い
。
一
九
一
○
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
精
神
病
院
数
は
ま
た
「
統
計
項
目
の
あ
り
得
な
い
場
合
」
と

さ
れ
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
は
病
院
数
一
で
、
病
床
数
は
一
八
七
床
か
ら
三
○
四
床
へ
と
変
遷
し
て
い
る
（
こ
の

一
院
は
お
そ
ら
く
東
京
府
巣
鴨
病
院
・
東
京
府
立
松
沢
病
院
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
病
床
数
は
実
際
の
定
床
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
）
。
つ
づ
く
四
年
間
は
「
計
数

戦
前
の
日
本
に
お
け
る

精
神
科
病
院
・
精
神
科
病
床
の
発
達

騨
轤
鎌
痩
舂
潅
缶
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
七
日
受
付

岡
田
靖
雄
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資
料
一
呉
秀
三
「
我
邦
二
於
ケ
ル
精
神
病
二
関
ス
ル
最
近
ノ
施
設
」
（
『
東
京
医
学
会
創
立
祝
賀
論
文
』
第
二
輯
、
一
九
一
三
年
）
は
、
「
精
神
病

学
ヲ
教
授
研
究
ス
ル
設
備
」
、
「
精
神
病
者
ヲ
収
容
又
ハ
処
置
ス
ル
設
備
」
の
な
か
で
各
施
設
の
歴
史
を
の
べ
て
い
る
。
こ
の
記
載
内
容
は
一
九

二
年
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
各
施
設
の
収
容
定
員
は
、
そ
の
変
遷
が
く
わ
し
く
の
、
へ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
平
均
在
院
数
を
し
る
し
て

二
、
資
料
と
若
干
の
問

そ
こ
で
わ
た
し
は
、
比
較
的
確
実
《

年
ま
で
推
定
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

（
司
人
）

不
明
の
場
合
」
と
さ
れ
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
か
ら
病
院
数
が
七
四
と
記
載
さ
れ
、
八
三
、
九
一
、
九
九
と
つ
づ
き
、
一
九
三
二
年
に

は
二
○
、
翌
年
一
二
○
、
翌
翌
年
一
三
○
と
す
こ
し
く
不
自
然
と
も
お
も
え
る
数
字
が
な
ら
び
、
一
九
三
五
年
に
は
一
四
三
院
と
な
る
・
病

床
数
は
一
九
二
八
年
の
八
七
一
四
床
か
ら
一
九
三
五
年
の
一
万
八
九
八
一
床
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
を
さ
ら
に
た
ど
る
と
、
一
九
四
一
年
に
は
精
神
科
病
院
数
は
一
六
七
、
病
床
数
二
万
三
九
五
八
床
（
人
口
一
万
対
二
・
四
三
四
床
）
で
、

こ
れ
が
戦
前
の
最
高
を
な
し
、
あ
と
は
戦
争
の
影
響
で
病
院
数
．
病
床
数
と
も
激
減
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
前
の
精
神
科
病
院
・
精
神
科
病
床
に
つ
い
て
の
統
計
は
き
わ
め
て
不
備
で
あ
っ
て
、
一
見
統
計
が
と
と
の
っ
て
い
る
か
に

み
え
る
一
九
二
八
年
以
降
の
数
字
も
、
増
加
が
あ
ま
り
に
急
激
に
す
ぎ
た
り
、
す
こ
し
く
不
自
然
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
戦
前
の

日
本
に
お
け
る
精
神
科
病
院
・
精
神
科
病
床
の
発
達
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
も
っ
ぱ
ら
精
神
疾
患
患
者
を
入
院
さ
せ
る
病
院
を
さ
す
の
に
本
論
文
で
は
、
法
律
な
ど
に
直
接
関
連
す
る
ば
あ
い
は
「
精
神
病
院
」

の
語
を
も
ち
い
る
が
、
一
般
的
に
は
「
精
神
科
病
院
」
の
語
を
も
ち
い
る
。

い
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

資
料
二
内
務
省
衛
生
局
『
精
神
病
者
地
方
別
表
（
大
正
六
年
六
月
三
十
日
現
在
）
』
（
一
九
一
八
年
）
は
、
一
九
一
九
年
の
精
神
病
院
法
制
定
を

資
料
と
若
干
の
問
題
点

一
は
、
比
較
的
確
実
な
資
料
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
、
戦
前
に
お
け
る
精
神
科
病
院
数
．
精
神
科
病
床
数
の
推
移
を
、
一
九
三
五
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資
料
四
樫
田
五
郎
「
我
邦
に
於
け
る
精
神
病
院
の
発
達
及
び
現
況
」
（
『
精
神
異
常
者
と
社
会
問
題
』
、
中
央
慈
善
協
会
・
東
京
、
一
九
一
八
年
）

は
、
精
神
科
病
院
の
発
達
史
お
よ
び
「
大
正
七
年
八
月
現
在
東
京
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
調
査
」
の
精
神
病
者
収
容
施
設
の
現
状
を
の
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
収
容
定
員
、
現
在
患
者
数
、
創
立
年
月
日
の
記
載
を
ふ
く
ん
で
い
る
・

資
料
五
樫
田
五
郎
『
精
神
病
問
題
』
（
『
心
疾
者
の
救
護
』
別
刷
り
、
一
九
一
七
年
）
も
、
官
公
立
精
神
病
者
収
容
施
設
、
私
立
精
神
病
院
の
記

載
を
ふ
く
む
。
お
な
じ
く
樫
田
五
郎
「
日
本
に
於
け
る
精
神
病
学
の
日
乗
」
（
『
呉
教
授
莅
職
二
十
五
年
記
念
文
集
』
第
参
輯
、
呉
教
授
在
職
二
十
五
年

祝
賀
会
・
東
京
、
一
九
二
八
年
）
は
、
一
八
六
八
’
一
九
一
三
年
の
年
表
で
、
精
神
科
病
院
設
立
な
ど
に
つ
い
て
の
記
載
も
ふ
く
む
（
た
だ
し
、
す

べ
て
の
病
院
に
つ
い
て
し
る
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）
・

資
料
六
内
務
省
衛
生
局
『
昭
和
六
年
五
月
二
十
日
現
在
精
神
病
者
収
容
施
設
調
』
（
一
九
三
二
年
）
は
、
衛
生
局
長
の
照
会
に
た
い
す
る

資
料
三
内
務
省
衛
生
局
『
精
神
病
二
関
ス
ル
統
計
自
大
正
元
年
至
大
正
五
年
』
（
一
九
一
三
年
）
は
、
保
健
衛
生
調
査
会
第
五
部
の
決
議

に
も
と
づ
き
内
閣
統
計
局
で
あ
つ
め
た
精
神
病
者
調
査
表
に
よ
り
統
計
表
を
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
統
計
表
の
「
第
一
表
各
病
院
二

於
ケ
ル
患
者
ノ
体
性
、
其
ノ
入
退
院
転
帰
及
其
ノ
費
用
ノ
出
所
」
は
、
病
院
名
に
つ
づ
く
最
初
に
五
年
間
の
累
積
病
床
数
を
か
か
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
は
、
医
科
大
学
お
よ
び
医
学
専
門
学
校
の
精
神
科
病
床
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
記
載
さ
れ
て
な
く
、
東
京
府
の
音
羽
養
生
所
の

よ
う
に
、
精
神
病
院
で
は
な
い
脳
病
院
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
『
精
神
病
二
関
ス
ル
統
計
』
は
、
こ
の
あ
と
、

一
九
一
七
’
一
二
年
分
、
一
九
一
三
’
二
六
年
分
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
退
院
者
に
つ
い
て
の
統
計
だ
け
で
、
病
院
に
つ
い
て
の
記
載

を
ふ
く
ま
な
い
。

『
七
、
精
神
病
者
収
容
峰

そ
の
所
在
地
、
名
称
、
謂

室
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

資
料
三
内
務
省
衛
生

に
も
と
づ
き
内
閣
統
計
巨

於
ケ
ル
患
者
ノ
体
性
、
昔

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
は
、
Ｆ

よ
う
に
、
精
神
病
院
で
昼

一
九
一
七
’
一
二
年
分
、

ま
え
に
、
内
務
省
保
健
衛
生
調
査
会
が
在
院
精
神
病
者
お
よ
び
私
宅
監
置
精
神
病
者
を
調
査
し
た
も
の
で
、
疑
似
病
者
も
ふ
く
ん
で
い
る
・

「
七
、
精
神
病
者
収
容
施
設
調
」
は
、
官
立
及
府
県
立
病
院
、
公
立
病
院
及
収
容
所
、
私
立
療
病
院
、
寺
院
・
爆
布
・
温
泉
場
等
に
わ
け
て
、

そ
の
所
在
地
、
名
称
、
現
収
容
人
員
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
病
院
で
も
、
精
神
病
院
あ
る
い
は
精
神
病
室
で
な
い
脳
病
院
、
脳
病
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資
料
九
小
林
靖
彦
「
日
本
精
神
医
学
の
歴
史
」
（
懸
田
克
躬
ほ
か
編
集
『
現
代
精
神
医
学
大
系
』
１
Ａ
、
中
山
書
店
・
東
京
、
一
九
七
九
年
）
は
、

精
神
病
院
法
以
前
の
精
神
病
治
療
所
の
名
簿
を
つ
け
て
い
て
、
各
治
療
施
設
の
開
設
年
も
し
る
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
日
本
精
神
病
院
協
会
編
『
日
本
の
精
神
病
院
』
第
一
集
（
四
季
社
・
東
京
、
一
九
五
八
年
）
（
戦
後
設
立
の
も
の
も
ふ
く
め
て

三
○
院
の
小
史
を
ふ
く
む
）
、
東
京
精
神
病
院
協
会
『
東
京
の
私
立
精
神
病
院
史
』
（
牧
野
出
版
・
東
京
、
一
九
七
八
年
）
、
岡
田
靖
雄
『
私
説
松
沢
病

院
史
』
（
岩
崎
学
術
出
版
社
・
東
京
、
一
九
八
一
年
）
、
金
子
準
二
・
田
辺
子
男
・
小
峯
和
茂
編
著
『
改
訂
・
増
補
日
本
精
神
医
学
年
表
』
（
牧
野
出

版
・
東
京
、
一
九
八
一
年
）
な
ら
び
に
、
わ
た
し
が
い
た
だ
い
て
い
た
諸
病
院
の
記
念
誌
を
参
照
し
た
。

字
の
食
い
違
い
も
み
ら
れ
る
。

資
料
八
菅
修
「
本
邦
二
於
ケ
ル
精
神
病
者
竝
ビ
ニ
之
二
近
接
セ
ル
精
神
異
常
者
二
関
ス
ル
調
査
」
（
精
神
神
経
学
雑
誌
、
第
四
一
巻
第
一
○
号
、

一
九
三
七
年
）
は
、
一
九
三
五
年
一
二
月
一
一
二
日
現
在
の
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
の
べ
、
そ
の
設
立
年
月
日
や
定
員
も
ふ
く
む
施
設

名
簿
を
あ
げ
て
い
る
・
菅
は
全
国
の
衛
生
局
長
に
関
係
施
設
名
。
所
在
地
を
と
い
あ
わ
せ
、
そ
の
回
答
と
「
精
神
病
者
収
容
施
設
調
」
と
を
参

照
し
て
、
各
施
設
に
と
い
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
未
回
答
の
施
設
に
た
い
し
て
は
再
三
再
四
依
頼
状
を
発
送
し
た
、
と
菅
は
の
べ
て
い
る
。

菅
は
精
神
科
病
院
一
三
七
、
精
神
科
病
床
を
有
す
る
医
育
機
関
・
一
般
病
院
一
二
か
ら
の
回
答
を
え
て
い
る
。
こ
の
頃
把
握
率
が
ほ
ぼ
一
○
○

パ
ー
セ
ン
ト
に
ち
か
づ
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
衛
生
局
資
料
で
は
、
同
時
点
で
の
精
神
科
病
院
数
（
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
、
単
科
の
精
神
科
病
院

で
あ
ろ
う
）
は
一
四
三
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
菅
の
調
査
は
ほ
ぼ
完
全
に
ち
か
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
菅
の
記
述
に
一
、
二
数

も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

資
料
七
『
精
神
病
仁

治
会
・
東
京
、
一
九
三
二
生

区
別
が
さ
れ
て
い
な
い
。

各
地
方
長
官
の
回
答
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
各
施
設
の
収
容
定
員
、
現
在
員
、
設
立
年
な
ど
の
記
載
を
ふ
く
む
（
同
様
の
調
査
は
一
九
三
四
年
に

も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
は
入
手
し
て
い
な
い
）
・

資
料
七
『
精
神
病
に
関
す
る
常
識
及
精
神
病
院
入
院
の
手
引
附
全
国
精
神
病
院
及
収
容
施
設
一
覧
』
（
救
治
会
パ
ム
フ
レ
ッ
ト
第
一
輯
、
救

治
会
・
東
京
、
一
九
三
二
年
）
に
は
、
全
国
の
精
神
科
病
院
お
よ
び
収
容
施
設
の
名
簿
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
病
院
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
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わ
が
国
で
は
東
京
第
一
衛
戌
病
院
の
精
神
科
病
室
が
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
に
も
う
け
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
各
地
の
衛
戌
病
院
に
精

神
科
病
室
が
続
続
も
う
け
ら
れ
た
。
ほ
か
に
、
監
獄
内
に
も
精
神
病
監
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
資
料
二
に
よ
る
と
、
衛
戌
病
院
内
の
精
神
病

者
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
が
、
監
獄
内
に
は
か
な
り
多
数
の
精
神
病
者
が
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
精
神
病
室
、
精
神
病
監
の
定
床
は
つ
か
ん
で

い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。

江
戸
時
代
か
ら
存
続
し
た
精
神
病
治
療
所
は
、
精
神
病
院
と
し
て
認
可
さ
れ
た
時
点
か
ら
か
ぞ
え
た
。
名
称
や
開
設
年
は
別
に
な
っ
て
い
て

も
所
在
地
や
院
長
名
な
ど
か
ら
実
質
的
に
同
一
病
院
が
継
承
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
、
同
一
病
院
が
継
続
し
て
い
る
も
の
と
し
て
あ
っ

上
記
の
う
ち
で
ま
ず
基
本
と
し
た
の
は
資
料
一
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
施
設
の
一
九
二
年
ま
で
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
つ
い
で
、
資
料

四
、
資
料
六
、
資
料
八
に
よ
っ
て
、
一
九
一
八
年
、
一
九
三
一
年
、
一
九
三
五
年
の
数
字
を
お
さ
え
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
各
年
末
に
つ
い

て
し
ら
べ
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
調
査
時
点
の
の
ち
同
年
内
に
変
更
の
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
他
資
料
か
ら
判
明
し
た
も
の

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
修
正
し
た
。
資
料
一
で
は
、
増
床
の
経
過
が
く
わ
し
く
か
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
増
床
の
年
だ
け
し
る
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
現
状
し
か
か
い
て
な
い
も
の
も
あ
る
。
一
九
一
二
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
お
お
く
の
病
院
の
増
床
経
過
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
た
と
え
ば
一
九
三
一
年
の
定
床
と
一
九
三
五
年
の
そ
れ
と
が
お
お
き
く
く
い
ち
が
う
病
院
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
三
年
に
両
者
の
平
均
値

に
ち
か
い
数
字
を
い
れ
る
な
ど
し
、
数
字
の
不
明
な
と
こ
ろ
は
数
年
ご
と
に
適
当
な
数
字
を
い
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
各
病
院
の
病
床
数

の
年
次
変
化
を
推
定
し
て
、
そ
れ
を
集
計
し
た
。
一
九
三
六
年
以
降
に
つ
い
て
は
『
医
制
百
年
史
』
な
ど
の
統
計
に
よ
っ
て
、
全
体
的
推
移
は

ほ
ぼ
う
か
が
え
る
し
、
ま
た
、
各
病
院
に
つ
い
て
の
個
別
的
記
載
を
ふ
く
む
資
料
を
み
い
だ
せ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
三
五
年
ま
で

問
題
と
な
る
の
は
、
脳
病
院
・
脳
病
室
で
あ
る
。
戦
前
に
は
精
神
病
院
が
「
○
○
脳
病
院
」
と
名
の
る
こ
と
が
お
お
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
い

う
の
は
、
精
神
病
院
・
精
神
病
室
で
は
な
い
が
、
精
神
疾
患
患
者
を
収
容
し
た
脳
病
院
・
脳
病
床
（
一
般
病
院
、
一
般
病
床
と
し
て
の
）
の
こ
と

か
つ
た

の
数
字
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
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と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
資
料
を
な
ら
べ
て
み
る
と
、
気
づ
い
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
衛
生
局
資
料
に

あ
げ
て
あ
る
数
字
の
意
味
で
あ
る
。
資
料
八
の
菅
論
文
は
、
そ
の
報
告
の
範
囲
内
で
は
も
っ
と
も
正
確
な
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
一
九
三
五
年
末
の
精
神
科
病
院
は
一
三
七
院
計
一
万
八
九
二
○
床
で
、
医
育
機
関
・
一
般
病
院
の
精
神
科
病
床
は
計
一
二
院
二
八

○
床
で
あ
る
。
す
る
と
、
衛
生
局
資
料
の
あ
げ
る
一
四
三
院
一
万
八
九
一
二
床
と
い
う
の
は
、
単
科
の
精
神
科
病
院
だ
け
の
も
の
に
ち
が
い
な

い
。
一
九
三
一
年
に
つ
い
て
衛
生
局
資
料
は
九
九
院
一
万
二
四
三
二
床
と
す
る
が
、
資
料
六
の
『
精
神
病
者
収
容
施
設
調
』
に
よ
る
と
、
単
科

の
精
神
科
病
院
は
一
○
二
院
で
計
一
万
二
三
四
三
床
と
な
る
。
そ
し
て
、
調
査
時
点
で
あ
る
五
月
二
○
日
よ
り
あ
と
年
末
ま
で
に
設
立
さ
れ
た

精
神
科
病
院
は
四
院
あ
っ
た
。
す
る
と
一
九
三
一
年
に
つ
い
て
も
、
衛
生
局
資
料
の
あ
げ
る
数
字
は
単
科
精
神
科
病
院
だ
け
の
も
の
で
、
し
か

も
そ
れ
は
、
お
な
じ
く
内
務
省
衛
生
局
に
よ
る
別
の
調
査
に
は
い
っ
て
い
る
も
の
の
す
べ
て
を
ふ
く
ん
で
は
い
な
い
。
『
医
制
百
年
史
』
な
ど

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
精
神
科
病
床
数
の
お
そ
ら
く
戦
前
部
分
は
単
科
病
院
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
一
九
三
五
年
近
く
ま
で
は
そ
こ
に
も
れ

て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。
一
九
○
○
年
制
定
の
精
神
病
者
監
護
法
の
も
と
で
は
ゞ
開
放
的
精
神
病
室
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
入
院
さ
せ
た
精
神
病
者
を

監
置
し
な
い
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
問
題
と
さ
れ
た
。
当
局
は
、
精
神
病
院
に
お
け
る
病
室
は
す
べ
て
閉
鎖
的
に
し
て
、
患
者
は

す
べ
て
監
置
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
こ
で
、
監
置
を
要
し
な
い
精
神
疾
患
患
者
を
収
容
す
る
た
め
に
、
精
神
病
院
法
適
用
外
の
一
般
病

院
・
一
般
病
床
と
し
て
の
脳
病
院
・
脳
病
室
を
称
す
る
も
の
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。
精
神
科
病
院
で
は
あ
っ
て
も
、
精
神
病
院
法
を
適
用
さ

れ
る
精
神
病
院
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
東
京
府
下
で
は
音
羽
養
生
所
、
佐
野
病
院
、
土
田
病
院
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ

う
な
脳
病
院
な
ど
で
あ
っ
た
も
の
は
か
ぞ
え
て
い
な
い
。
一
九
○
一
年
設
立
の
王
子
精
神
病
院
の
一
九
二
年
の
定
員
は
精
神
病
三
一
七
名
、

脳
病
六
一
名
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
ぱ
あ
い
公
的
統
計
で
は
両
者
を
合
計
し
た
数
字
が
で
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
精
神
病
院

内
の
脳
病
室
分
定
床
は
精
神
科
病
床
に
ふ
く
め
た
。
こ
こ
に
だ
さ
れ
る
精
神
科
病
床
数
は
、
実
際
の
精
神
科
病
床
数
を
い
く
ら
か
下
ま
わ
る
こ

と
に
な
る
。
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第
四
は
、
同
一
名
称
病
院
の
設
立
年
が
資
料
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
い
る
ぱ
あ
い
が
あ
っ
た
が
、
経
営
形
態
変
更
の
ぱ
あ
い
も
あ
ろ
う
し
、
設

立
認
可
の
翌
年
に
開
院
し
て
い
る
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
こ
の
ぱ
あ
い
は
、
実
際
に
開
院
し
た
年
を
と
っ
た
）
。
ま
た
、
一
般
病
院
の
精
神
科
病

棟
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
間
も
な
く
単
科
の
精
神
科
病
院
と
な
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
病
院
の
記
念
誌
な
ど
に
そ
の
経
緯
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
あ
る
（
こ
の
ぱ
あ
い
、
は
じ
め
か
ら
単
科
の
精
神
科
病
院
で
あ
っ
た
も
の
と
し
て
あ
つ
か
っ
た
）
。
こ
の
ほ
か
に
、
使
用
認
可
よ
り
ま
え
に
患

者
収
容
を
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
病
院
が
二
つ
あ
っ
た
（
第
三
の
問
題
と
あ
わ
せ
る
と
、
当
時
の
街
生
局
の
精
神
科
病
院
監
督
は

第
三
の
問
題
点
は
、
病
院
で
あ
っ
た
か
、
病
院
で
は
な
い
収
容
施
設
で
あ
っ
た
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、
室
蘭
市
立
精
神
病
院
は
資
料
四
お
よ
び
資
料
六
に
、
旭
川
市
立
精
神
病
院
は
資
料
六
に
、
公
立
精
神
科
病
院
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た

が
、
資
料
八
は
両
者
を
精
神
病
者
収
容
所
の
項
に
い
れ
て
い
る
。
ま
た
あ
と
に
資
料
八
で
は
病
院
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
三
重
県
の
宮
川
脳

病
院
は
、
資
料
六
で
は
そ
の
ま
ま
の
名
で
公
私
立
精
神
病
者
収
容
所
の
と
こ
ろ
に
し
る
さ
れ
て
い
る
（
正
規
の
病
院
で
な
い
も
の
が
病
院
と
名
の
る

こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
）
。
こ
れ
ら
の
ぱ
あ
い
具
体
的
変
遷
内
容
が
あ
き
ら
か
で
な
い
の
で
、
一
貫
し
て
精
神
科
病
院
で
あ
っ
た
も

第
二
は
北
海
道
に
お
け
る
精
神
科
病
床
で
あ
る
・
關
場
不
二
彦
稿
「
札
幌
医
事
沿
革
史
」
は
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
の
項
に
、
「
是
歳
、

一
月
、
函
館
病
院
内
に
痕
臓
病
室
を
設
置
し
た
本
道
に
於
て
此
精
神
病
患
者
の
取
扱
方
に
注
意
し
た
こ
と
は
往
年
か
ら
の
事
で
あ
る
。
札
幌

に
於
け
る
此
事
柄
は
次
年
度
、
県
治
時
代
の
項
中
に
記
入
す
る
」
と
か
い
て
い
る
が
、
次
年
度
の
と
こ
ろ
に
札
幌
病
院
痕
輝
病
室
に
つ
い
て
の

記
述
は
な
い
。
小
林
は
資
料
九
で
、
区
立
函
館
病
院
痕
痛
病
室
を
一
八
七
八
年
設
置
と
し
る
し
て
い
る
。
呉
（
資
料
一
）
お
よ
び
樫
田
（
資
料
五
）

は
そ
れ
を
一
九
○
○
年
設
置
と
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
北
海
道
で
は
、
公
立
病
院
精
神
科
病
室
の
発
達
が
は
や
か
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
あ

き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
（
そ
の
反
面
、
単
科
の
精
神
科
病
院
の
発
達
は
お
そ
か
っ
た
）
。
こ
こ
で
は
、
病
床
数
が
あ
る
程
度
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
一
九
○
○
年
か
ら
の
数
字
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
精
神
科
病
室
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
一
時
期
は
病
院
で
な

の
と
し
て
あ
つ
か
っ
た
。

勺
一
九
○
○
年
か
ら
の
数
字
を
幸

い
収
容
施
設
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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表
１
で
、
一
九
三
五
年
に
お
け
る
病
床
数
増
加
が
と
く
に
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。
衛
生
局
資
料
に
よ
る

と
、
一
九
三
四
年
末
の
一
万
七
二
九
八
床
に
た
い
し
、
一
九
三
五
年
中
の
増
加
率
は
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
当
時
把
握
率
が
ま
し
て
一

九
三
五
年
に
は
ほ
ぼ
完
全
に
ち
か
づ
い
て
い
た
こ
と
を
か
ん
が
え
る
と
、
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
も
実
際
よ
り
た
か
い
に
ち
が
い
な
い
。

わ
た
し
の
数
字
で
は
、
一
九
三
五
年
の
増
加
率
は
一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
ら
に
た
か
い
。
一
九
二
六
年
ご
ろ
か
ら
増
床
率
が
全
般
的
に
た

か
ま
っ
て
お
り
、
一
九
三
一
年
か
ら
さ
ら
に
ま
し
て
い
る
が
、
一
九
三
二
’
三
四
年
の
増
床
が
具
体
的
に
つ
か
め
て
い
な
い
病
院
で
は
一
九
三

三
年
に
増
床
し
た
も
の
と
し
た
。
そ
こ
で
、
一
九
三
四
年
は
増
床
の
判
明
し
て
い
る
病
院
の
数
字
だ
け
い
れ
た
の
で
、
一
九
三
五
年
の
増
床
が

と
く
に
た
か
く
で
て
い
る
。
一
九
一
八
年
の
伸
び
も
、
同
様
の
理
由
で
過
大
に
な
っ
て
い
る
。

あ
と
は
表
１
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
み
て
い
た
だ
け
ば
よ
い
。
一
九
三
○
年
前
後
に
人
口
一
万
対
の
精
神
科
病
床
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
三
二
、
ア

三
、
精
神
科
病
院
数
．
精
神
科
病
床
数
の
推
移

わ
が
国
で
最
初
の
精
神
科
病
院
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
七
月
二
五
日
に
開
設
さ
れ
た
府
立
の
京
都
癌
狂
院
で
あ
る
。
こ
こ
の
収
容
定

員
を
明
記
し
て
い
る
文
献
は
未
見
で
あ
る
が
、
『
医
事
新
聞
』
第
五
四
号
（
一
八
八
二
年
四
月
五
日
）
に
「
発
狂
人
西
京
の
癒
狂
院
に
て
目
下

療
養
す
る
発
狂
人
は
男
三
十
五
名
女
十
三
名
な
る
よ
し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
定
員
五
○
名
と
推
定
し
た
。

さ
て
、
前
記
の
よ
う
に
、
各
年
末
に
お
け
る
各
病
院
の
病
床
数
を
た
し
か
め
．
あ
る
い
は
適
当
に
推
定
し
、
そ
れ
を
道
府
県
別
・
地
方
別
に

集
計
し
た
。
表
１
に
は
、
全
国
の
単
科
精
神
科
病
院
数
、
精
神
科
病
院
を
有
す
る
医
育
機
関
お
よ
び
一
般
病
院
の
数
、
精
神
科
総
病
床
数
、
人

口
一
万
対
の
精
神
科
病
床
数
、
全
国
の
精
神
科
総
病
床
数
に
し
め
る
三
府
お
よ
び
東
京
府
の
そ
れ
の
比
率
を
あ
げ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
数
字
は
、
か
な
り
窓
意
的
な
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
推
定
に
よ
っ
て
い
る
部
分
が
お
お
き
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
お
お
き
な
推
移
を
う
か
が

う
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
。

か
な
り
ズ
サ
ン
な
面
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
ま
に
つ
な
が
っ
て
い
る
）
。
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表1精神科病院数．精神科病床を有する医育機関および一般病院の数.精神科病

床数．人口1万対精神科病床数．全国の病床数にしめる3府および東京府の病

床数の比率（各年末）の推移

|年
有
お
の

を
関
院

床
機
病
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
４
６
７
８
８
８
８
９
９
０

病
育
般
１

科
医
一

神
る
ぴ

精
す
よ
数

全国の病床にしめ
る比率

3府|東京府
100％0％

1000

1000

10068．8

10082．8

91．477．1

91．477．1

92．869．9

92．869．9

93．463．7

93．158．6

94．7，59．6

94．961．0

95．167．2

95．670．0

95.871．1

96.766.0

97．256．3

94．554．8

95．454．8

95．556．0

95．556．0

95．556．0

95．551．3

95．957．2

94．861．2

93．166．1

93．166．7

90．069．3

91．568．3

91．568．5

90．468．4

90．468．4

90．669．4

口神
数
精
院
１
１
１
３
５
５
５
７
７
８
８
０
０
９
９
０
０
１
１
２
２
２
２
１
２
４
７
７
９
０
１
３
３
４

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

科
病
単
科

精神科

病床数

人口1万対
精神科病床
数

1875

1876

1877

1878

1879

1880

1881

1882

1883

1884

1885

1886

1887

1888

1889

1890

1891

1892

1893

1894

1895

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

50

50

50

160

290

350

350

415

415

455

435

570

590

610

682

712

899

1，053

1,083

1，082

1，112

1，112

1，112

1，117

1，326

1，604

2，001

2，044

2，448

2，585

2，499

2，709

2，709

2，817

0．014

0．014

0．014

0．044

0．080

0．096

0．095

0．111

0．110

0．120

0．114

0．148

0．152

0．156

0．173

0．178

0．223

0．260

0．265

0．263

0．268

0.265

0.262

0.260

0.306

0.366

0.451

0.455

0.537

0.539

0.536

0.576

0．575

0．587

’
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｜

｜’
’

1909 ５
６
８
８
０
０
４
７
８
０
３
４
５
７
０
２
６
３
１
１
７
９

２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
５
５
５
６
７
８
８
８

０
３
４
４
６
８
８
９
９
０
０
０
９
０
０
０
２
３
３
５
５
５
５
５
４
３
２

１
１
１
１
１
１
１
１
《
１
２
２
２
１
《
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

2,907 0.600 92．2 69.6

1910 3,071 0.624 87．3 67．9

1911 3,368 0.676 83．4 65．7

1912 3,412 0.675 83．5 65．5

1913 3,696 0.720 83.5 65．0

1914 3，884 0.746 82．1 61．9

1915 4,308 0.817 76.2 55．8

1916 4，553 0.851 75.6 53．0

1917 4，776 0.880 ワワ0
J一・台 50．6

1918 5，696 1.041 71.6 50.3

1919 5，899 1.072 69.1 48.6

1920 5，935 1.061
ハ局Fー

Oイ．、 48.3

1921 6，179 1.090 69.0 50.5

1922 6，677 69.61.149 16.7

1923 6，836 1．161 67.2 44.9

1924 6，968 1．164 61．4 39.0

1925 7，299 1.222 59.0 37.1

1926 8．134 1.339 61．5 38.0

1927 9．342 1．515 63.8 36.5

I
1928 10，289 1.706 59.1 34.3

1929 10，679 1.693 57.0 33.1

1930 11，757 1.824 57.0 30.5

1931 102 13，532 2.067 54.8 28.7

1932 117 14,671 2.208 51.4 26.7

’
1933 125 16，565 2.457 51.8 27.3

1934 131 17，488 2.560 49.4 26.1

1935 137 20，060 2.897 51．1 27.3

メ
リ
カ
合
州
国
で
二
五
、
ド
イ
ツ
一
六
、

イ
タ
リ
ー
九
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

も
、
一
九
三
五
年
に
な
っ
て
も
病
床
の
五

一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
は
三
府
に
集
中
し
て

い
た
。
東
京
府
に
な
お
二
七
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
！

こ
こ
に
数
字
は
だ
し
て
い
な
い
が
、
一

九
三
五
年
末
に
お
け
る
東
北
六
県
の
精
神

科
病
床
数
は
計
五
○
○
床
に
す
ぎ
な
い
。

青
森
県
、
沖
縄
県
に
は
一
床
も
な
い
。
精

神
病
院
法
に
よ
る
道
府
県
立
精
神
病
院
は

六
院
一
九
六
○
床
、
そ
の
ほ
か
の
公
立
精

神
科
病
院
は
二
院
二
○
四
床
、
医
育
機
関

で
な
い
公
立
一
般
病
院
の
精
神
科
病
床
は

四
院
一
九
床
、
官
公
立
医
育
機
関
の
精
神

科
病
床
は
一
五
院
一
○
八
七
床
で
、
官
公

立
の
精
神
科
病
床
は
計
三
二
六
○
床
、
全

体
の
一
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

ま
た
、
一
般
病
院
の
精
神
科
病
床
は
六
院
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表2対前年比精神科病床数増加率と白米中米小売り価格

(1石だて）

’’年

1876

1877

1878

1879

1880

1881

1882

1883

1884

1885

1886

1887

1888

1889

’1890

1891

1892

1893

1894

1895

’価
一
円
一
一
一
一
ｍ
一
一
一
一
印
一
一
一
一
町
一
配
鮨

（
恥
Ⅵ
）
。
●
七

２
１
６
９
１
１

米
価
１
１
１

率
％
０
３
７
６
８
０
５
姓
８
姓
３
１
８
１
名

加
０
０
０
１
０
０
８
０
０
４
１
３
３
１
４
６
７
２
０
２

２
８
２
１
３
１
２
１

増
２

米価

17．19

24．75

38．49

55．06

55．88

39．93

45．45

42．98

48．38

52．67

49．24

46．01

38．18

37．66

35．67

23．12

27．61

26．15

30．54

33．20

存
〒

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

率
７
７
５
６
６
１
１
姓
９
８
姓
９
１
８
１
１
姓
９
５
〃

加
５
４
９
３
０
４
８
２
１
４
１
４
０
３
０
５
８
２
５
４

１
１
１
１
１
１
１
１

苗
日上年

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912

1913

1914

1915

率
恐
〃
０
８
１
８
５
６
姓
ｐ
２
６
７
３
Ｂ
Ｊ
９

加
０
０
０
８
１
４
２
９
１
０
８
０
４
３
５
９
１
８
５
０

１
２
２
１
１

苗
日土 価
副
兜
詑
鮨
廻
記
皿
娼
証
開
娼
誕
、
弱
鉛
沼
田
妃
錦
弱

■
●
●
■
■
由
●
さ
●
。
。
●
●
。
①
■
■
■
■
①

２
５
９
２
６
６
７
９
８
７
０
２
０
７
６
１
５
７
０
６

米
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１

’

口

不明のところ

四
四
床
、
医
育
機
関
の
精
神
科
病
床
は
一
六
院

二
○
一
床
（
大
阪
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
分
院

九
○
床
は
、
単
科
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
こ
こ
か
ら
の

ぞ
い
た
）
で
、
単
科
病
院
の
も
の
で
な
い
精
神
科

病
床
は
計
二
○
一
床
、
全
体
の
五
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
一
九
三
五
年
末
に
お

い
て
精
神
科
病
床
の
圧
倒
的
多
数
（
八
三
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
）
は
私
立
の
単
科
精
神
科
病
院
の
病
床
で

し
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
基
本
的
構
造
は
現
在
も

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

で
は
、
精
神
科
病
院
・
精
神
科
病
床
の
発
達
は

な
に
に
よ
っ
て
う
な
が
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表

２
に
は
、
精
神
科
病
床
数
の
対
前
年
増
加
率
と
白

（
２
）

米
中
米
一
石
だ
て
小
売
り
価
格
と
を
な
ら
べ
た
。

表
２
を
み
る
と
、
ま
ず
、
デ
コ
ボ
コ
は
お
お
き

い
も
の
の
一
八
九
三
年
ま
で
の
増
加
率
が
お
お
き

四
、
精
神
科
病
院
の
発
達
を

う
な
が
し
た
要
因
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表3各道府県で最初の精神科病院あるいは精神科病棟が設立された年

1899年
(明治32年）まで

京都(1875)，東京(1879)，大阪(1882）

1918年

(大正7年）まで

北海道(1900)，

埼玉(1910)，

愛知(1915)，

千葉(1918)，

兵庫(1901)，

新潟(1911)，

静岡(1915)，

福岡(1918）

和歌山(1921)，

鹿児島(1925)，

岡山(1927)，

群馬(1928)，

高知(1929)，

茨城(1932)，

福島(1933)，

宮
島
滋

城(1906)，

根(1911)，

賀(1916)，

神奈川(1909)，

長崎(1913)，

富山(1916)，

1919年以降 広
香
石
奈
愛
岩
大

７
タ
ー
リ
ー
，
夕

、
１
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
－
ノ
～
ノ

９
５
７
８
９
２
３

１
２
２
２
２
３
３

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

〃
Ｉ
、
ｒ
、
ｒ
、
ｆ
、
ｒ
、
／
、
ｒ
、

島
川
川
良
媛
手
分

梨(1923)，

野(1925)，

木(1928)，

口(1928)，

取(1930)，

井(1932)，

賀(1934)，

山
長
栃
山
鳥
福
佐

形(1924),

島(1925)，

阜(1928)，

本(1928)，

田(1931)，

重(1932)，

崎(1935）

山
徳
岐
熊
秋
三
宮

’(1935年未設置） (青森，沖縄）

い
。
こ
れ
は
、
日
本
の
初
期
の
近
代
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に

は
、
一
八
九
九
’
一
九
○
三
年
の
伸
び
が
お
お
き
い
。
こ
れ
は
一
九
○
○
年
の

精
神
病
者
監
護
法
制
定
に
よ
っ
て
、
精
神
科
入
院
の
法
的
手
続
き
が
ひ
と
ま
ず

整
備
さ
れ
、
ま
た
市
区
町
村
長
に
よ
る
監
護
委
託
な
ど
の
規
定
も
で
き
て
精
神

科
病
院
経
営
の
前
提
が
一
応
と
と
の
っ
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
先
輩
か
ら
、
米
の
や
す
い
と
き
に
精
神
科
病
院
が
で
き
た
、

と
き
か
さ
れ
て
き
た
。
表
２
を
み
る
と
、
米
価
が
や
や
下
落
し
た
一
九
○
八
’

一
○
年
に
は
、
病
床
数
の
伸
び
は
そ
う
お
お
き
く
な
い
。
つ
ぎ
に
米
価
が
安

定
し
た
一
九
一
四
’
一
七
年
の
伸
び
は
お
お
き
い
（
す
で
に
の
べ
た
こ
と
か
ら
み

て
、
一
九
一
八
年
の
一
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
増
加
率
は
、
そ
の
ま
え
数
年
に
配

分
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
）
。
こ
の
あ
と
、
第
一
次
大
戦
中
の
米
価
暴
騰
の
あ
と

を
う
け
て
米
価
が
安
定
し
て
き
た
の
は
一
九
二
七
年
か
ら
で
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
一

致
し
て
精
神
科
病
床
数
は
安
定
成
長
期
に
は
い
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
米
価

が
や
す
い
と
精
神
科
病
院
が
ふ
え
る
と
い
う
傾
向
は
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
同
時
に
、
「
精
神
科
病
院
な
ん
て
下
宿
屋
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
も
裏
づ
け
て
い
る
。
精
神
科
病
院
は
治
療
の
場
で
は
な
く
、
や
は

り
収
容
の
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
の
精
神
病
院
法
に
は
代
用
精
神
病
院
の
規
定

が
あ
っ
た
。
代
用
精
神
病
院
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
公
費
患
者
の
入
院
費
が
保
障
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さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
規
定
は
病
床
増
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
米
価
暴
騰
が
病
床
増
を
抑
制
し
て
代
用
精

神
病
院
規
定
の
効
果
を
け
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
、
各
道
府
県
で
最
初
の
精
神
科
病
院
あ
る
い
は
精
神
科
病
床
は
い
つ
設
置
さ
れ
た
か
を
表
３
に
し
め
し
た
。
た
だ
し
こ
こ
で
、
医
育

機
関
、
あ
る
い
は
千
葉
病
院
、
金
沢
病
院
の
よ
う
な
医
育
機
関
に
直
接
む
す
び
つ
い
て
い
た
病
院
は
の
ぞ
い
た
。
ま
た
、
新
潟
県
の
永
井
精
神

病
療
院
、
高
知
県
の
谷
脳
病
院
な
ど
は
、
小
規
模
の
ま
ま
で
い
て
院
長
の
死
亡
と
と
も
に
廃
院
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
病
院
が
設
立
さ

れ
た
の
は
、
精
神
科
医
で
あ
る
院
長
が
い
た
か
ら
と
い
う
個
人
的
理
由
に
よ
る
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
な
ん
ら
か
の
形
で
継

承
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
く
途
中
で
廃
院
に
な
っ
た
り
精
神
科
病
床
を
廃
止
し
た
病
院
は
の
ぞ
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
た
各
道
府
県
の
最
初
の

精
神
科
病
院
あ
る
い
は
精
神
科
病
床
は
、
そ
の
道
府
県
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
施
設
を
必
要
と
す
る
社
会
経
済
的
要
因
が
あ
る
閾
値
を
こ
え
る

に
い
た
っ
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
だ
ろ
う
。

表
３
は
、
三
府
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
他
大
都
市
を
有
す
る
県
、
三
府
周
辺
の
県
と
順
次
精
神
科
病
院
、
精
神
科
病
床
が
で
き
て
い
く
経
過
を
し

め
し
て
い
る
。
資
料
八
を
み
て
み
る
と
、
一
つ
の
県
で
二
、
三
の
精
神
科
病
院
が
同
一
年
に
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。
こ
れ
は
、
な
ん
ら
か
の
地
域
的
な
社
会
経
済
的
要
因
が
精
神
科
病
院
の
発
達
を
う
な
が
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
わ
た
し

（
《
。
）

は
別
の
と
こ
ろ
で
、
東
京
府
下
の
精
神
科
病
院
は
、
拡
張
さ
れ
て
い
く
東
京
市
域
の
周
辺
部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
し
め
し
た
。
こ
れ

は
、
都
市
化
の
辺
縁
現
象
と
し
て
精
神
疾
患
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

に
さ
さ
げ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
一
九
八
四
年
六
月
一
六
日
の
日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同
例
会
の
さ
い
に
ご
披
露
し
た
小
川
先

本
稿
は
、
追
悼
論
文
と
し
て

小
川
鼎
三
先
生
の
御
霊
前
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を
か
か
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
追
悼
歌
の
一
つ

資
料
六
の
内
務
省
衛
生
局
『
昭
和
六
年
五
月
二
十
日
現
在
精
神
病
者
収
容
施
設
調
』
は
小
峰
研
究
所
の
小
峯
和
茂
氏
が
お
借
し
く
だ
さ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
こ
こ
に
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
た
い
。
（
東
京
都
杉
並
区
）

（
３
）

、
〆

（
２
）

ヘ
ー
）

〆
、 そ

の
昔
剛
立
が
こ
と
か
た
ら
れ
し

み
声
は
い
ま
ぞ
よ
み
が
へ
り
く
る

菅
は
資
料
八
に
お
い
て
、
『
内
務
省
衛
生
局
年
報
』
か
ら
公
私
立
施
療
病
院
お
よ
び
私
立
病
院
の
精
神
病
科
を
か
ぞ
え
て
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九

二
七
年
に
い
た
る
精
神
科
病
院
数
を
、
二
三
、
二
五
、
二
八
、
三
一
、
三
二
、
三
六
、
三
五
、
三
六
、
三
四
、
四
三
、
三
一
？
、
四
四
、
四
五
、
五

○
、
五
二
、
六
四
と
し
て
い
る
が
、
収
容
定
員
数
は
不
詳
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
米
価
は
、
朝
日
新
聞
社
編
『
史
料
明
治
百
年
』
（
朝
日
新
聞
社
・
東
京
、
一
九
六
六
年
）
の
か
か
げ
る
、
『
第
二
次
米
穀
統
計
（
日
本

之
部
）
』
、
『
昭
和
三
年
版
米
穀
統
計
年
報
』
か
ら
の
東
京
に
お
け
る
も
の
を
中
心
に
、
前
後
を
他
資
料
で
つ
な
い
だ
。

岡
田
靖
雄
・
東
京
市
域
の
拡
張
と
東
京
府
下
精
神
科
病
院
の
設
立
箇
所
、
医
療
経
済
研
究
会
会
報
第
三
○
号
、
一
九
八
五
年
。

注
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TheDevelopmentofPsychiatricServicesinPre-WarJapan

by

YasuoOKADA

Theofficialmedicalstatisticsaremuchdeficientinstatisticsregardingpre-warpsychiatric

services,andlackthoseforpsychiatrichospitalsandforpsychiatricbedsbeforel928.Ihave

triedtocalculatethenumberofpsychiatrichospitalsandofpsychiatricbeds,usingseveral

documents.

ThefirstandpublicmentalasylumwasfoundedinKyotoPrefectureinl875,butthe

establishmentofpsychiatricserviceswasveryslow.Itwasonlyinl918thatthenumberof

psychiatricbedsperlOO,000populationexceededl0.0.Till1920,morethantwothirdsofthe

bedswereconcentratedinthreemajorprefectures,andmorethanhalfwereinTokyo

Metoropolitanprefecture.

Inl935,thenumberofpsychiatricbedsreachedthelevelof28.97per100,000population.

83.7%ofthosebedsbelongedtoprivatehospitalswithapsychiatricdepartmentonly.This

fundamentalstructureofJapanesepsychiatricservicesremainsunchangedeventoday,when

psychiatricbedsperlOO,000populationareasmanyas269"7(inl982).
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